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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年1月5日(2017.1.5)

【公表番号】特表2016-532895(P2016-532895A)
【公表日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2016-060
【出願番号】特願2016-529828(P2016-529828)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/167    (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   3/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 292/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ    1/167    　　　　
   Ｃ０９Ｃ    3/10     　　　　
   Ｃ０９Ｂ   67/08     　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｂ   67/08     　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｆ    2/44     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｆ  292/00     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  220/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月15日(2016.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コア顔料粒子、ポリマーシェル、および該ポリマーシェルの表面上に立体安定剤分子を
含む電気泳動ディスプレイ用複合顔料粒子であって、前記シェルはモノマーおよびコモノ
マーから形成され、該コモノマーは、フッ素化アクリレート、フッ素化メタクリレートお
よびアミノ官能基を含むコモノマーからなる群から選択される、複合顔料粒子。
【請求項２】
　アミノ官能基は、－ＮＨＲ、－ＮＲ２、－ＮＨ－および－ＮＨ２からなる群から選択さ
れ、Ｒは４個までの炭素原子を有するアルキル基である、請求項１に記載の粒子。
【請求項３】
　モノマーは、スチレン、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、ｎ－ブチルアク
リレート、ｎ－ブチルメタクリレート、ｔ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレ
ート、ビニルピリジン、ｎ－ビニルピロリドン、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２
－ヒドロキシエチルメタクリレートまたはジメチルアミノエチルメタクリレートである、
請求項１に記載の粒子。
【請求項４】
　コモノマーは、２－パーフルオロブチルエチルアクリレート、２，２，２トリフルオロ
エチルメタクリレート、２，２，３，３テトラフルオロプロピルメタクリレート、１，１
，１，３，３，３－ヘキサフルオロイソプロピルアクリレート、１，１，１，３，３，３
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－ヘキサフルオロイソプロピルメタクリレート、２，２，３，３，３－ペンタフルオロプ
ロピルアクリレート、２，２，３，３－テトラフルオロプロピルアクリレート、２，２，
３，４，４，４－ヘキサフルオロブチルメタクリレート、２，２，３，３，４，４，４－
ヘプタフルオロブチルメタクリレートである、請求項１に記載の粒子。
【請求項５】
　コモノマーは、ビニルベンジル－アミノエチルアミノ－プロピル－トリメトキシシラン
、２－アクリルアミノ－２－メチルプロパンスルホン酸、２－（ジメチルアミノ）エチル
メタクリレート、またはＮ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］－メタクリルアミドで
ある、請求項１に記載の粒子。
【請求項６】
　ポリマーシェルは、分散重合によりコア粒子上で形成される、請求項１に記載の複合顔
料粒子。
【請求項７】
　ポリマーシェルは、コア顔料粒子に共有結合していない、請求項１に記載の複合顔料粒
子。
【請求項８】
　立体安定剤分子は、シェルに化学結合し、およびポリアクリレート、ポリエチレン、ポ
リプロピレン、ポリエステルおよびポリシロキサンから成る群から選択される、請求項１
に記載の複合顔料粒子。
【請求項９】
　モノマーおよびコモノマーの合計に対するコモノマーのモル比は、０．１～５０％の間
にある、請求項１に記載の複合顔料粒子。
【請求項１０】
　モノマーおよびコモノマーの合計に対するコモノマーのモル比は、１～１０％の間にあ
る、請求項１に記載の複合顔料粒子。
【請求項１１】
　モノマーは、メチルメタクリレートであり、およびコモノマーは、２－（ジメチルアミ
ノ）エチルメタクリレート、２－パーフルオロブチルエチルアクリレート、または２，２
，２トリフルオロエチルメタクリレートである、請求項１に記載の複合顔料粒子。
【請求項１２】
　コモノマーは、２－（ジメチルアミノ）エチルメタクリレートまたはＮ－［３－（ジメ
チルアミノ）プロピル］－メタクリルアミドである、請求項１に記載の複合顔料粒子。
【請求項１３】
　コモノマーは、２－パーフルオロブチルエチルアクリレートである、請求項１に記載の
複合顔料粒子。
【請求項１４】
　複合顔料粒子の電荷水準を調整する方法であって、
（ｉ）モノマーを含む組成物を与える工程、
（ｉｉ）組成物へ添加するコモノマーを選択する工程、ここで、コモノマーは、フッ素化
アクリレート、フッ素化メタクリレートおよびアミノ官能基を含むコモノマーからなる群
から選択される、および
（ｉｉｉ）組成物を用いて複合顔料粒子のシェルを形成する工程
を含む、方法。
【請求項１５】
　モノマーは、スチレン、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、ｎ－ブチルアク
リレート、ｎ－ブチルメタクリレート、ｔ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレ
ート、ビニルピリジン、ｎ－ビニルピロリドン、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２
－ヒドロキシエチルメタクリレートまたはジメチルアミノエチルメタクリレートである、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
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　コモノマーは、２－パーフルオロブチルエチルアクリレート、２，２，２トリフルオロ
エチルメタクリレート、２，２，３，３テトラフルオロプロピルメタクリレート、１，１
，１，３，３，３－ヘキサフルオロイソプロピルアクリレート、１，１，１，３，３，３
－ヘキサフルオロイソプロピルメタクリレート、２，２，３，３，３－ペンタフルオロプ
ロピルアクリレート、２，２，３，３－テトラフルオロプロピルアクリレート、２，２，
３，４，４，４－ヘキサフルオロブチルメタクリレート、２，２，３，３，４，４，４－
ヘプタフルオロブチルメタクリレートである、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　コモノマーは、ビニルベンジル－アミノエチルアミノ－プロピル－トリメトキシシラン
、２－アクリルアミノ－２－メチルプロパンスルホン酸、２－（ジメチルアミノ）エチル
メタクリレート、またはＮ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］－メタクリルアミドで
ある、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　シェルは、分散重合により形成される、請求項１４に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　本発明をその特定の実施態様に関して記載したが、当業者は、様々な変更を行なっても
よいことを理解し、本発明の範囲から外れることなく等価物に置換し得る。
　本発明の好ましい態様は、以下を包含する。
［１］複合顔料粒子の電荷水準を調整する方法であって、
（ｉ）モノマーを含む組成物を供給する工程、
（ｉｉ）組成物へ添加するコモノマーを選択する工程、ここで、コモノマーは、複合顔料
粒子に正電荷または負電荷を導入するか、または複合顔料粒子の電荷水準を変更すること
ができる、
（ｉｉｉ）組成物を用いて複合顔料粒子のシェルを形成する工程
を含む、方法。
［２］モノマーは、スチレン、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、ｎ－ブチル
アクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、ｔ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタク
リレート、ビニルピリジン、ｎ－ビニルピロリドン、２－ヒドロキシエチルアクリレート
、２－ヒドロキシエチルメタクリレートまたはジメチルアミノエチルメタクリレートであ
る、［１］に記載の方法。
［３］モノマーは、炭化水素側鎖を有するアクリレート、メタクリレートまたはスチレン
である、［１］に記載の方法。
［４］コモノマーは、ビニルベンジル－アミノエチルアミノ－プロピル－トリメトキシシ
ラン、メタクリルオキシプロピルトリメトキシシラン、アクリル酸、メタクリル酸、ビニ
ルリン酸、２－アクリルアミノ－２－メチルプロパンスルホン酸、２－（ジメチルアミノ
）エチルメタクリレート、およびＮ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］メタクリルア
ミドからなる群から選択される、［１］に記載の方法。　
［５］コモノマーは、負電荷を導入するフッ素化アクリレートまたはフッ素化メタクリレ
ートである、［１］に記載の方法。　
［６］コモノマーは、負電荷を導入する２－パーフルオロブチルエチルアクリレート、２
，２，２トリフルオロエチルメタクリレート、２，２，３，３テトラフルオロプロピルメ
タクリレート、１，１，１，３，３，３－ヘキサフルオロイソプロピルアクリレート、１
，１，１，３，３，３－ヘキサフルオロイソプロピルメタクリレート、２，２，３，３，
３－ペンタフルオロプロピルアクリレート、２，２，３，３－テトラフルオロプロピルア
クリレート、２，２，３，４，４，４－ヘキサフルオロブチルメタクリレート、または２
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，２，３，３，４，４，４－ヘプタフルオロブチルメタクリレートである、［１］に記載
の方法。
［７］コモノマーは、正電荷を導入する２－（ジメチルアミノ）エチルメタクリレートま
たはＮ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］－メタクリルアミドである、［１］に記載
の方法。
［８］コモノマーは、－ＮＨＲ、－ＮＲ２、－ＮＨ－および－ＮＨ２からなる群から選択
される官能基を含み、式中、Ｒは正電荷を導入する４個までの炭素原子のアルキルである
、［１］に記載の方法。
［９］モノマーおよびコモノマーの組は、メチルメタクリレートおよび２－（ジメチルア
ミノ）エチルメタクリレート、メチルメタクリレートおよび２－パーフルオロブチルエチ
ルアクリレート、またはメチルメタクリレートおよび２，２，２トリフルオロエチルメタ
クリレートである、［１］に記載の方法。
［１０］モノマーおよびコモノマーの合計に対するコモノマーのモル比は、０．１～５０
％の間である、［１］に記載の方法。
［１１］モノマーおよびコモノマーの合計に対するコモノマーのモル比は、１～１０％の
間である、［１］に記載の方法。
［１２］電気泳動ディスプレイのための複合顔料粒子であって、少なくともコア顔料粒子
、コア顔料粒子上に被覆されるシェル、および複合顔料粒子の表面上での立体安定剤分子
を含み、シェルは、モノマーおよびコモノマーから形成され、モノマーは、スチレン、メ
チルアクリレート、メチルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルメタク
リレート、ｔ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレート、ビニルピリジン、ｎ－
ビニルピロリドン、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリ
レート、ジメチルアミノエチルメタクリレートである複合顔料粒子。
［１３］コモノマーは、２－パーフルオロブチルエチルアクリレート、２，２，２トリフ
ルオロエチルメタクリレート、２，２，３，３テトラフルオロプロピルメタクリレート、
　１，１，１，３，３，３－ヘキサフルオロイソプロピルアクリレート、１，１，１，３
，３，３－ヘキサフルオロイソプロピルメタクリレート、２，２，３，３，３－ペンタフ
ルオロプロピルアクリレート、２，２，３，３－テトラフルオロプロピルアクリレート、
２，２，３，４，４，４－ヘキサフルオロブチルメタクリレート、または２，２，３，３
，４，４，４－ヘプタフルオロブチルメタクリレートである、［１２］に記載の粒子。［
１４］コモノマーは、２－（ジメチルアミノ）エチルメタクリレートまたはＮ－［３－（
ジメチルアミノ）プロピル］－メタクリルアミドである、［１２］に記載の粒子。
［１５］モノマーおよびコモノマーの合計に対するコモノマーのモル比は、０．１～５０
％の間である、［１２］に記載の粒子。
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